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「ＪＲ連合ビジョン」の実践と
  政策の推進を通じて、
ＪＲ産業の持続的発展と
組合員の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
５
月
10
日
、
連
合
と
「
総
対
話
活
動
」
を
実
施

し
、
神
津
里
季
生
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
連
合
役
員
と
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
産
業
の
現
状
や
緊
急
的
課
題
に
対
す
る
要

望
事
項
、
産
業
政
策
及
び
労
働
政
策
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

連
合
は
そ
の
後
、
政
府
へ
の
要
請
行
動
を
実
施
し
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
要
望
事
項
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は

連
合
と
の
連
携
を
一
層
深
め
、
Ｊ
Ｒ
産
業
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
・
前
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◇
総
対
話
活
動

　

総
対
話
活
動
は
、
連
合
本
部

と
構
成
組
織
と
の
情
報
の
共
有

化
と
意
思
疎
通
を
図
る
目
的
で

連
合
主
催
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

会
の
冒
頭
、
神
津
会
長
は
挨
拶

で
「
コ
ロ
ナ
禍
は
業
種
に
よ
っ

て
影
響
に
偏
り
が
あ
る
。
リ
ス

ク
と
闘
い
な
が
ら
職
場
を
守
り
、

〝
移
動
〞
を
支
え
て
い
る
Ｊ
Ｒ

連
合
の
声
を
し
っ
か
り
と
聴
き
、

今
後
の
展
望
に
繋
げ
た
い
」
と

語
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
市

朗
会
長
か
ら
は
「
Ｊ
Ｒ
７
社

は
２
０
２
０
年
度
期
末
決
算
で

収
入
が
３
兆
円
減
り
、
１
兆
円

の
赤
字
と
な
っ
た
。一
時
帰
休

や
在
籍
出
向
な
ど
自
助
努
力
を

行
っ
て
い
る
が
、
経
営
体
力
は

大
き
く
棄
損
し
て
お
り
、
自
助

努
力
で
は
限
界
に
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｊ

Ｒ
連
合
は
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的

成
長
と
安
心
し
て
働
き
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
を
創
り
出

す
べ
く
中
長
期
的
な
視
点
で
政

策
提
言
を
発
す
る
こ
と
と
し
た
。

か
か
る
政
策
実
現
の
た
め
に
も

連
合
と
連
携
を
深
め
て
参
り
た

い
。
一
方
、
職
場
に
不
安
が
広

が
る
中
、
Ｊ
Ｒ
産
業
に
は
集
団

的
労
使
関
係
に
守
ら
れ
て
い
な

い
仲
間
が
ま
だ
大
勢
い
る
。
Ｊ

Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
に
向
け
輪

を
広
げ
て
い
く
所
存
な
の
で
、

連
合
挙
げ
て
の
後
押
し
を
是
非

お
願
い
し
た
い
」
と
の
課
題
認

識
を
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
連
合
及
び
Ｊ
Ｒ
連

合
双
方
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対

応
に
つ
い
て
こ
の
間
の
取
り
組

み
を
説
明
し
、
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
政
府
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
分
科
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

連
合
の
石
田
昭
浩
副
事
務
局
長

よ
り
、
「
感
染
症
の
専
門
家
が

多
い
中
、
こ
の
間
連
合
を
代
表

し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
も
頻
繁
に

産
業
の
状
況
を
伺
い
な
が
ら
雇

用
と
経
済
を
中
心
に
分
科
会
で

発
言
を
続
け
て
い
る
。
今
後
も

本
日
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
頂
戴
す
る

要
望
事
項
等
を
踏
ま
え
て
分
科

会
に
参
画
す
る
」
と
の
提
起
が

あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
雇
用

調
整
助
成
金
に
関
す
る
特
例
措

置
延
長
要
望
や
グ
ル
ー
プ
会
社

間
に
お
け
る
出
向
へ
の
産
業
雇

用
安
定
助
成
金
の
適
用
、
さ
ら

に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
強

化
、
検
査
体
制
の
拡
充
、
国
民

が
抱
い
て
い
る
公
共
交
通
利
用

や
移
動
に
対
す
る
不
安
払
し
ょ

く
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
な

ど
、
広
範
囲
に
わ
た
る
主
張
を

行
っ
た
。

　

終
会
に
際
し
て
神
津
会
長
は

「
本
日
の
対
話
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ

連
合
に
は
課
題
の
本
質
が
し
か

と
見
え
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分

か
っ
た
。
引
き
続
き
『
Ｊ
Ｒ
連

合
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
掲
げ
、
そ
の

理
解
を
広
め
る
べ
く
ご
尽
力
願

い
た
い
。
連
合
も
引
き
続
き
Ｊ

Ｒ
連
合
の
取
り
組
み
を
支
え
て

い
く
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

◇
連
合
の
要
請
行
動

　
Ｊ
Ｒ
連
合
と
の
総
対
話
活
動

で
の
意
見
交
換
も
踏
ま
え
、
連

合
は
５
月
18
日
、
加
藤
勝
信

内
閣
官
房
長
官
に
対
し
て
、
総

理
官
邸
に
て
要
請
行
動
を
実
施

し
た
。

　

冒
頭
、
神
津
会
長
よ
り
「
２

０
２
１
年
度
連
合
の
重
点
政
策
」

に
関
す
る
要
請
書
を
加
藤
内
閣

官
房
長
官
に
手
渡
し
、
「
働
く

者
の
立
場
か
ら
の
意
見
・
提
言

と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、

来
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
要
請
し

た
。
続
け
て
、
井
村
和
夫
総
合

政
策
推
進
局
長
よ
り
具
体
的
な

要
請
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、

特
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

労
働
者
が
安
心
し
て
就
労
で
き

る
よ
う
、
雇
用
調
整
助
成
金
の

休
業
・
在
籍
出
向
制
度
お
よ
び

産
業
雇
用
安
定
助
成
金
を
活
用

で
き
る
よ
う
必
要
な
予
算
措
置

を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
強
調

し
た
。

　

加
藤
官
房
長
官
か
ら
は
、

「
課
題
認
識
は
共
有
し
て
い
る
。

在
籍
型
出
向
制
度
に
つ
い
て
は

地
域
で
の
評
価
も
高
く
、
さ
ら

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。
雇
用

調
整
助
成
金
の
期
限
延
長
は
、

期
間
に
余
裕
が
持
て
る
よ
う
前

広
に
検
討
を
し
て
い
る
」
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

医
療
・
介
護
現
場
の
現
状
に
つ
い
て

悲
痛
な
声
が
相
次
ぐ

連
合
「
医
療
・
介
護
フ
ェ
ス
２
０
２
１
」
開
催

　

４
月
27
日
、
「
Ｊ
Ｒ
二
島
・

貨
物
経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
」第
９

回
会
合
を
開
催
し
た
。
今
回
は

Ｊ
Ｒ
貨
物
か
ら
経
営
幹
部
を
招

き
、「
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ
ル
ー
プ
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
を
は

じ
め
と
す
る
経
営
自
立
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
た
。

　

冒
頭
、
共
同
座
長
の
３
議
員

（
泉
健
太
議
員
、
小
川
淳
也
議

員
、
広
田
一
議
員
）
か
ら
挨
拶

を
受
け
た
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
荻

山
会
長
か
ら
今
国
会
で
の
Ｊ
Ｒ

二
島
・
貨
物
支
援
に
か
か
る
法

改
正
等
の
経
緯
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
「
こ
の
間
、
本
Ｐ
Ｔ
で

と
り
ま
と
め
た
政
策
提
言
を
基

に
関
係
議
員
ら
の
理
解
を
広
げ

た
結
果
、
附
帯
決
議
を
含
め
私

た
ち
の
主
張
が
反
映
さ
れ
、
全

会
一
致
で
成
立
す
る
に
至
っ
た
。

今
年
度
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
に
な
る
が
、
労
使

で
も
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
な
が

ら
経
営
自
立
に
向
け
た
政
策
課

題
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
か
ら
は
貨
物
鉄
道

輸
送
の
強
み
を
活
か
し
て
、
環

境
負
荷
低
減
・
輸
送
効
率
向
上

に
貢
献
し
て
い
く
旨
が
示
さ
れ

た
う
え
で
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
に
示

し
た
各
種
施
策
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
な
お
、
同
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
『
完
全
民
営
化
』
を

掲
げ
、
〝
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ
ル
ー
プ

が
２
０
３
０
年
に
目
指
す
姿
〞

と
し
て
、
全
国
を
繋
ぐ
幹
線
物

流
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
靱

化
と
貨
物
駅
の
物
流
結
節
点
機

能
の
向
上
を
通
じ
た
鉄
道
を
基

軸
と
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
構
築
に
よ
る
物
流
生
産
・
付

加
価
値
向
上
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
不
動
産
事
業
の
さ
ら
な

る
発
展
に
よ
り
、
地
域
社
会
・

経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
、
総

合
物
流
事
業
と
の
さ
ら
な
る
シ

ナ
ジ
ー
効
果
を
創
出
す
る
と
し

て
い
る
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
各

議
員
か
ら
質
問
が
出
さ
れ
、
北

海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
に
伴

う
課
題
、
線
路
使
用
料
に
ま
つ
わ

る
課
題
、
持
続
可
能
な
事
業
領

域
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議

論
を
交
わ
し
、
新
た
な
支
援
を

活
か
し
な
が
ら
経
営
自
立
を
目

指
す
べ
く
認
識
を
深
め
合
っ
た
。

　

す
で
に
２
０
２
１
年
度
か
ら

の
新
た
な
支
援
を
活
用
し
た
各

社
の
取
り
組
み
は
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
て
い
る
。
働
く
者
の
視
点

か
ら
も
、
本
Ｐ
Ｔ
の
活
動
を
通

じ
て
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
会
社
の

経
営
自
立
に
一
歩
で
も
近
づ
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
り
わ
け
、
附
帯
決
議
に
お
い

て
は
、
当
該
各
社
の
み
な
ら
ず
、

全
国
共
通
の
課
題
で
あ
る
旨
が

触
れ
ら
れ
た
と
こ
ろ
。
ま
さ
に
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
未
曾
有
の
難

局
に
置
か
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
産
業

の
将
来
を
も
見
通
せ
る
よ
う
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
５
月
22
日
、
第
23
回
医
療

連
絡
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
し
た
。
当
日
は
、

Ｊ
Ｒ
大
阪
鉄
道
病
院
、
名
古
屋
セ
ン
ト
ラ

ル
病
院
、
ポ
シ
ブ
ル
医
科
学
㈱
の
医
療
・

介
護
従
事
者
な
ど
10
人
が
出
席
し
、
医

療
・
介
護
現
場
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

　

冒
頭
、
連
絡
会
を
代
表
し
て
弥
栄
将
洋

代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
本
部
医
療

部
会
長
）
が
挨
拶
し
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ

Ｅ
Ｂ
等
を
活
用
し
て
医
療
・
介
護
従
事
者

間
の
意
見
交
換
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
終
了
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
は
「
連
合
ア
ク
シ
ョ
ン 

医
療
・
介
護
フ
ェ
ス
２
０
２
１
〜
安
心
と

信
頼
の
医
療
と
介
護 

中
央
集
会
〜
」
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
さ
れ
、
医
療
連
絡
会
の
出
席

者
全
員
が
参
加
し
た
。
集
会
で
は
、
医
療
・

介
護
の
現
場
で
働
く
組
合
員
な
ど
全
国
か

ら
約
２
４
０
０
人
が
参
加
し
、
新
型
コ
ロ

り
越
え
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

続
い
て
事
務
局
か
ら
、
前
回
の
連
絡
会

以
降
の
経
過
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
病
院
の

事
業
譲
渡
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
現
下
の
状
況
と

緊
急
政
策
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
、
連
合
「
医
療
・
福
祉
部
門
連
絡
会
」

の
取
り
組
み
へ
の
参
画
等
に
つ
い
て
報
告

を
行
っ
た
後
、
出
席
者
か
ら
、
医
療
・
介

護
現
場
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
感
染
症
へ
の
不
安
や
慢

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

奔
走
し
て
き
た
医
療
・
介
護
従

事
者
に
対
し
て
謝
辞
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
「
今
は
た
だ
耐
え

る
時
期
で
あ
る
が
、
必
ず
や
Ｊ

Ｒ
連
合
の
多
く
の
仲
間
と
こ
の
難
局
を
乗

性
的
な
人
手
不
足
、
私
生
活
に
も
及
ぶ
行

動
制
限
な
ど
悲
痛
な
声
が
相
次
ぎ
、
今
後

Ｊ
Ｒ
各
単
組
で
の
労
使
交
渉
や
連
合
の
政

策
要
望
事
項
へ
の
反
映
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
を
全
体
で
確
認
し
た
。

　

そ
の
後
、
次
期
連
絡
会
の
体
制
と
し
て
、

代
表
幹
事
に
梅
村
昌
人
氏
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組

中
央
本
部
医
療
部
会
）
、
副
代
表
幹
事
に

山
根
唯
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
病
院
総

支
部
）
を
選
出
。
今
後
は
、
定
期
的
に
Ｗ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

続
く
中
、
医
療
・
介
護
現
場

で
働
く
者
の
労
働
環
境
や
処

遇
の
さ
ら
な
る
改
善
の
必
要

性
を
全
体
で
確
認
し
た
。

　

神
津
里
季
生
会
長
は
挨
拶
で
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
長
期
化
す
る
中
、

医
療
・
介
護
従
事
者
は
感
染
拡
大
防
止
に

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
業
務
を
継
続

す
る
一
方
で
収
入
が
低
下
す
る
と
い
う
、

全
く
持
っ
て
理
不
尽
な
現
実
が
あ
る
」
と

指
摘
し
、
「
私
た
ち
が
熱
意
を
持
っ
て
声

を
あ
げ
、
医
療
・
介
護
現
場
で
働
く
者
の

労
働
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

神津連合会長から「ＪＲ連合の声を今後の展望に繋げたい」との強
い意思が表明された

ＪＲ連合からは、ＪＲ産業の現状と抱える政策課題を提起し、
さらなる連携を訴えた

各単組代表とアドバイザーの太田教授（専修大）・板谷教授（流通経
済大）はＺｏｏｍで参加

現場で働く者の生の声を共有

ＪＲ二島・貨物経営自立実現ＰＴ第９回会合

新たな支援を活用し
経営自立へ

附帯決議を含めＪＲ連合の主張が反映

ＪＲ二島・貨物経営自立実現ＰＴ第９回会合

新たな支援を活用し
経営自立へ

附帯決議を含めＪＲ連合の主張が反映

第23回
医療連絡会

連
合
「
総
対
話
活
動
」

 

Ｊ
Ｒ
連
合
の
要
望
事
項
を
政
府
へ
伝
え
る

〜
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
〜

連
合
「
総
対
話
活
動
」

 

Ｊ
Ｒ
連
合
の
要
望
事
項
を
政
府
へ
伝
え
る

〜
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
〜
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Ｊ
Ｒ
九
州
レ
ン
タ
カ
ー
＆
パ
ー

キ
ン
グ
労
組　

（
３
月
10
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
単
身
赴
任
手
当
の
新
設　

月

３
万
５
０
０
０
円（
扶
養
親

族
が
い
る
者
に
限
る
）

・
帰
省
等
交
通
費
の
支
給
回
数

の
拡
大　
月
２
回
↓
４
回（
扶

養
親
族
が
い
る
者
に
限
る
）

・
住
宅
援
助
金
制
度
の
拡
充　

月
２
万
円
↓
扶
養
親
族
が
い

る
者
は
上
限
を
４
万
２
０
０
０

円
に
拡
充
、
単
身
赴
任
先
に

対
し
て
上
限
４
万
円
を
支
給

（
新
設
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
マ
ル
ニ
ッ
ク
ス
労
組

（
３
月
31
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
本
給
・

年
齢
給
・
職
能
給
２
号
俸
）

・
採
用
時
の
初
任
給
増
額　

５

０
０
円 

・
有
期
雇
用
者
の
時
給
増
額

　

10
円 

・
夏
季
一
時
金　
社
員
１
・
７
ヵ

月
、
契
約
社
員（
勤
続
５
年

以
上
）年
間
１
・
４
ヵ
月
＋

１
万
８
０
０
０
円
、
同（
勤

続
５
年
未
満
）
年
間
１
ヵ
月

＋
１
万
８
０
０
０
円
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト（
金
一
封
）

年
間
１
万
７
０
０
０
円

・
職
能
給
の
改
正

・
人
間
ド
ッ
ク
補
助
制
度
の
適

用
対
象
拡
大

広
成
建
設
労
組
（
３
月
31
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
賞
与　

２
・
５
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
労
組

（
３
月
31
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
賞
与　

１
・
77
ヵ
月

大
鉄
工
業
労
組
（
３
月
31
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
３

３
０
４
円
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
金
沢
労
組　

（
４
月
１
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施（
平
均
３

１
３
１
円
）

・
半
休
制
度
の
新
設（
本
社
の
み
）

（
５
月
24
日
妥
結
分
）

・
夏
季
一
時
金　

１
・
６
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
九
州
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
ホ

テ
ル
労
組　
　

（
４
月
６
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
標
準
昇

給
４
号
俸
）

・
契
約
社
員
の
基
本
給
引
き
上
げ

・
資
格
手
当
の
支
給
対
象
の
見

直
し

・
ホ
テ
ル
駐
車
場
内
の
避
暑
地

の
設
置
に
向
け
た
検
討

Ｊ
Ｒ
九
州
リ
テ
ー
ル
労
組

（
４
月
７
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
契
約
社

員
は
経
過
年
数
１
年
以
上

の
者
の
基
本
賃
金
月
額
を
１

１
０
０
円
増
額
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ヴ
ィ
ア
イ
ン
労
組

（
４
月
８
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
２

２
９
３
円
）

（
５
月
14
日
妥
結
分
）

・
夏
季
一
時
金　

０
・
８
ヵ
月

　

〈
満
額
回
答
〉

中
国
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
労
組

（
４
月
９
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ　

60

歳
↓
65
歳

・
職
務
手
当
の
増
額　

副
所
長

１
万
円
↓
１
万
５
０
０
０
円
、

　

総
括
７
０
０
０
円
↓
１
万
３

０
０
０
円
、
班
長
５
０
０
０

円
↓
１
万
円
、
運
行
管
理
者

２
０
０
０
円
↓
４
０
０
０
円
、

　

整
備
管
理
者
２
０
０
０
円
↓

４
０
０
０
円

Ｊ
Ｒ
九
州
住
宅
労
組

（
４
月
９
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

Ｊ
Ｒ
西
日
本
テ
ク
シ
ア
労
組

（
４
月
12
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
２

３
９
５
円
）

・
夏
季
手
当　

１
・
３
ヵ
月
＋ 

５
万
円
（
契
約
社
員
は
勤

続
年
数
に
応
じ
て
支
給（
上

限
13
万
円
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
新
幹
線
テ
ク
ノ
ス

労
組　
　
　
　

（
４
月
14
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
臨
時
給
与　
２
・
５
ヵ
月

・
通
勤
手
当
の
見
直
し

・
会
社
創
立
記
念
日
休
暇
の
新
設

京
都
駅
観
光
デ
パ
ー
ト
労
組

（
４
月
15
日
）

・
契
約
社
員
時
給
引
き
上
げ　

20
円 

・
夏
季
手
当　

社
員
１
・
２
ヵ

月
、
契
約
社
員 

勤
務
年
数

に
応
じ
た
額（
精
勤
手
当
廃

止
）、
フ
ル
タ
イ
マ
ー
（
勤

務
年
数
に
応
じ
て
）
８
万
４

０
０
０
円
〜
３
万
５
０
０

０
円
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
２

万
１
０
０
０
円

・
契
約
社
員
に
対
す
る
祝
日
手

当
の
支
給

四
万
十
ユ
ニ
オ
ン（
４
月
16
日
）

・
勤
務
成
績
に
応
じ
た
月
給
、

時
給
引
き
上
げ

Ｊ
Ｒ
西
日
本
交
通
サ
ー
ビ
ス
労
組

（
４
月
19
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
３

１
０
０
円
）

・
基
本
給
の
加
算　
１
０
０
０
円

・
大
卒
（
大
学
院
含
む
）
初
任

給
の
引
き
上
げ 

１
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

社
員
１
・
４
ヵ

月
、
契
約
社
員
・
嘱
託
社
員

１
・
25
ヵ
月

・
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
補

助
制
度
の
新
設

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
髙
島
屋
労
組

（
４
月
21
日
）

・
職
務
給
改
定
及
び
昇
格
昇
給

　

実
施（
月
例
賃
金
総
額
６

９
５
０
円
引
き
上
げ
）

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
05
ヵ

月
、
Ａ
Ｄ
キ
ャ
ス
ト
１
・
５
ヵ

月
、
キ
ャ
ス
ト
１
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
東
海
バ
ス
ユ
ニ
オ
ン

（
４
月
22
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
１

８
０
０
円
）

・
夏
季
手
当　

社
員
２
ヵ
月
、

契
約
社
員
２
ヵ
月
×
０
・
６

東
海
キ
ヨ
ス
ク
労
組

（
４
月
23
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
３

０
７
３
円
）

・
夏
季
一
時
金　
社
員
１
・
９
ヵ

月
、
契
約
社
員 

勤
続
年
数

に
応
じ
た
規
定
額
を
支
給

・
在
宅
勤
務
制
度
の
新
設

・
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
の
拡
充

・
借
り
上
げ
住
宅
の
居
住
条
件

の
改
善

四
国
Ｋ
ｉ
ｏ
ｓ
ｋ
労
組

（
４
月
23
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
社
員
・

エ
リ
ア
社
員
・
準
社
員
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ビ
ル
ト
労
組

（
４
月
23
日
）

・
ベ
ア　

２
０
０
円
（
社
員
・

嘱
託
社
員
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
、
嘱
託
社

員
２
・
５
ヵ
月
、
契
約
社
員

２
・
３
ヵ
月

・
年
末
手
当　

社
員
、
嘱
託
社

員
２
・
５
ヵ
月
、
契
約
社
員

２
・
３
ヵ
月
、
シ
ニ
ア
社
員

（
フ
ル
タ
イ
ム
）
10
万
円
、

同
（
週
４
日
勤
務
）
８
万

円
、
同（
週
３
日
勤
務
）
６

万
円
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー（
フ

ル
タ
イ
ム
）
８
万
円
、同（
週

４
日
勤
務
）
６
万
円
、
同

（
週
３
日
勤
務
）
４
万
円

Ｊ
Ｒ
西
日
本
テ
ク
ノ
ス
労
組

（
４
月
26
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
期
末
賞
与　

社
員
、
嘱
託
社

員〈
夏
季
〉
３
ヵ
月〈
冬
季
〉

１
・
７
ヵ
月
、
契
約
社
員

一
時
金

・
育
児
・
介
護
休
業
者
に
対
す

る
定
期
健
康
診
断
の
実
施

（
年
１
回
任
意
）

・
中
途
採
用
者
、
女
性
社
員
の

基
準
内
賃
金
の
是
正

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
労
組（

４
月
26
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
・
49
ヵ
月

新
幹
線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
東
海
労
組

（
４
月
27
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
準
社
員
の
日
給
引
き
上
げ　

90
円
（
60
歳
未
満
の
勤
続

１
年
以
上
の
者
に
限
る
）

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
５
ヵ

月
＋
一
時
金
１
万
円
、
嘱
託

社
員
20
万
円
＋
一
時
金
１

万
円
、
準
社
員
（
勤
続
６
ヵ

月
以
上
１
年
未
満
）10
万
円
、

同（
勤
続
１
年
以
上
２
年
未

満
）15
万
円
＋
一
時
金
１
万

円
、
同
（
勤
続
２
年
以
上
）

　

16
万
円
＋
一
時
金
１
万
円

・
大
井
日
勤
バ
ス
運
転
手
の
５

年
間
無
事
故
無
違
反
か
つ
作

業
不
良
無
し
の
者
に
対
す
る

表
彰
金
の
増
額　

３
０
０
０

円
↓
１
万
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
物
流
労
組

（
４
月
28
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
２

５
９
９
円
）

・
夏
季
手
当　

社
員
、
嘱
託
社

員
２
・
45
ヵ
月

西
日
本
電
気
テ
ッ
ク
労
組

（
４
月
28
日
）

・
基
準
昇
給　

実
施
（
平
均
２

４
４
１
円
）

・
６
月
期
賞
与　

２
・
55
ヵ
月
、

管
理
職
社
員
規
程
第
３
条

に
定
め
る
者
２
・
45
ヵ
月

・
臨
時
手
当　

２
０
２
１
年
４

月
１
日
に
新
規
入
社
し
た
社

員
一
律
５
万
円
、
２
０
２
１

年
度
の
新
規
採
用
者（
新
卒

採
用
者
以
外
は
除
く
）第
一

種
電
気
工
事
士
〈
筆
記
・

技
能
試
験
と
も
合
格
〉を
取

得
し
て
入
社
し
た
者
２
万

円
、
同
第
二
種
電
気
工
事

士
を
取
得
し
て
入
社
し
た

者
１
万
円
、
契
約
社
員〈
２

０
２
０
年
10
月
１
日
か
ら

２
０
２
１
年
３
月
31
日
の

支
給
対
象
全
期
間
に
在
籍

し
た
者
〉（
所
定
労
働
日
数

と
労
働
時
間
が
社
員
と
同
等

の
者
）15
万
円
、
同（
６
ヵ

月
を
平
均
し
月
15
日
以
上

か
つ
７
２
０
時
間
以
上
勤

務
し
た
者
）10
万
円
、同
（
上

記
以
外
の
者
）一
律
３
万
円

Ｊ
Ｒ
九
州
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
労
組
（
４
月
28
日
）

・
夏
季
手
当　

２
・
６
ヵ
月

　

（
定
昇
等
は
既
報
）

Ｊ
Ｒ
西
日
本
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
労
組　
　

（
５
月
６
日
）

・
基
準
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
、
契
約
社

員
、
嘱
託
社
員
２
・
１
ヵ

月+

個
人
加
算

・
資
格
取
得
費
用
の
補
助
対
象

の
拡
大

・
分
娩
休
暇
の
付
与
要
件
の
改
善

・
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
用
の
ス
ピ
ー
カ
ー

を
会
議
室
に
常
設

関
西
新
幹
線
サ
ー
ビ
ッ
ク
労
組

（
５
月
７
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
社
員
、

契
約
社
員
Ａ
１
・
Ａ
２
）

・
夏
季
手
当　

社
員
、
継
続
社

員
２
・
５
ヵ
月
、
契
約
社
員

（
Ａ
１
・
Ａ
２
）
０
・
９
ヵ

月
、
同
（
バ
ス
）
０
・
９
ヵ

月
＋
０
・
４
ヵ
月
、
同（
営

業
・
遺
失
・
介
助
・
旧
月

額
）０
・
９
ヵ
月
＋
０
・
６
ヵ

月
、
パ
ー
ト（
週
20
時
間
以

上
）３
万
円
、
同（
週
20
時

間
未
満
）３
万
円
×
０
・
７

・
夏
季
手
当
の
一
時
金　
社
員
、

契
約
社
員
３
万
円
、
継
続
社

員
４
万
５
０
０
０
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
広
島
労
組　

（
５
月
７
日
）

・
夏
季
一
時
金　

０
・
８
ヵ
月

〈
満
額
回
答
〉

　

（
定
昇
等
は
既
報
）

後
藤
工
業
労
組
（
５
月
10
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
３
・
６
ヵ

月
、
契
約
社
員（
フ
ル
タ
イ

ム
）、
嘱
託
社
員
13
万
５
０

０
０
円
、
契
約
社
員（
パ
ー

ト
タ
イ
ム
）、
Ｇ

－

Ｔ
Ｌ
Ｐ

１
万
円

・
保
存
休
暇
の
使
用
制
限
の
変
更

・
鳥
取
県
が
感
染
注
意
地
域
区

分「
Ⅲ
」
以
上
に
指
定
し
た

地
域
に
出
張
す
る
場
合
、
希

望
者
に
対
し
て
宿
泊
及
び
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
を
全
額
補
助

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
勤
務
等
の
取
扱

い
の
見
直
し

・
列
車
利
用
に
お
け
る
出
張
旅

費
の
支
給
対
象
の
拡
大

新
幹
線
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
労

組　
　
　
　
　

（
５
月
10
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
標
準
乗

数
４
）

・
夏
季
手
当　

２
・
75
ヵ
月

Ｊ
Ｒ
西
日
本
住
宅
サ
ー
ビ
ス
労

組　
　
　
　
　

（
５
月
11
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
、
嘱
託
社

員
２
・
４
ヵ
月

関
西
工
機
整
備
労
組

（
５
月
11
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
・
４
ヵ
月

・
出
産
祝
金
増
額　

第
２
子
以

降
２
万
円
↓
３
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
勤
務
の
取
扱
い

の
見
直
し

レ
ー
ル
テ
ッ
ク
労
組

（
５
月
11
日
）

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
95
ヵ

月
、
シ
ニ
ア
契
約
社
員
１
・

47
ヵ
月
、
一
般
契
約
社
員

Ａ
・
Ｂ
９
万
円
、
同
Ｃ
８
万

円

　

（
定
昇
等
は
既
報
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
デ
イ
リ
ー
サ
ー

ビ
ス
ネ
ッ
ト
労
組 

（
５
月
12
日
）

・
夏
季
一
時
金　

１
・
９
ヵ
月

　

（
定
昇
等
は
既
報
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
岡
山
労
組　

（
５
月
17
日
）

・
夏
季
一
時
金　

１
・
95
ヵ
月

　

（
定
昇
等
は
既
報
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
ネ
ッ
ト
労
組 

（
５
月
17
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
６
月
期
賞
与　

数
字
等
級
社

員
１
・
７
ヵ
月
、
Ａ
等
級

社
員
３
万
円
、
瑞
風（
Ｍ
１

級
）
19
万
２
０
０
０
円
、
同

（
Ｍ
２
級
）21
万
６
０
０
０

円
、
同（
Ｍ
３
級
）24
万
円
、

同（
Ｍ
４
級
）26
万
４
０
０

０
円
、
同（
Ｍ
５
級
）28
万

８
０
０
０
円
、
新
幹
線
パ
ー

サ
ー（
Ｐ
Ｂ
級
）
９
万
５
０

０
０
円
、
同（
Ｐ
Ａ
級
）11
万

４
０
０
０
円
、
同（
Ｐ
１
〜

Ｐ
６
級
）14
万
２
５
０
０
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
関
西
開
発

労
組　
　
　
　

（
５
月
18
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
標
準
乗

数
５
）

・
夏
季
手
当　

社
員
、
特
定
契

約
社
員
２
・
２
ヵ
月
、
臨

時
社
員（
５
年
以
上
勤
務
し

た
者
）
８
万
円
、
同（
３
年

以
上
勤
務
し
た
者
）
６
万

円
、
同（
１
年
以
上
勤
務
し

た
者
）
３
万
円
、
同（
１
年

未
満
勤
務
し
た
者
）２
万
円

東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
労
組

　
　
　
　
　
　

（
５
月
19
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

２
・
４
ヵ
月

・
福
利
厚
生
補
助
増
額
の
継
続

新
生
テ
ク
ノ
ス
労
組

　
　
　
　
　
　

（
５
月
19
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
85
ヵ

月
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
２
・
28

ヵ
月

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
労
組　

（
５
月
20
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施

・
夏
季
手
当　
社
員
２
・
４
ヵ
月

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
福
岡
労
組　

（
５
月
20
日
）

・
夏
季
一
時
金　

２
・
15
ヵ
月

〈
満
額
回
答
〉

　

（
定
昇
等
は
既
報
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
ホ
テ
ル
ズ

労
組　
　
　
　

（
５
月
21
日
）

・
定
期
昇
給
及
び
年
齢
給
昇
給

　

実
施

・
夏
季
手
当　

社
員
１
・
５
ヵ

月
、
契
約
社
員
（
個
別
契

約
に
お
け
る
支
給
月
数
か

ら
０
・
１
ヵ
月
分
減
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
情
報
シ
ス

テ
ム
労
組　
　

（
５
月
21
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
２

０
０
０
円
）

・
夏
季
手
当　

２
・
75
ヵ
月

・
ベ
ン
ダ
ー
資
格
の
待
遇
改
善

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
ホ
テ
ル

開
発
労
組　
　

（
５
月
21
日
）

・
定
期
昇
給　

実
施
（
平
均
１

２
８
１
円
）

・
夏
季
手
当　

０
・
８
ヵ
月

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

２
０
２
１
春
季
生
活
闘
争　

グ
ル
ー
プ
労
組
妥
結
状
況

 
グ
ル
ー
プ
64
単
組
で
妥
結
《
５
月
25
日
報
告
分
ま
で
》


